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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機体の前側に設けられ、硬貨の投入が可能な硬貨投入口部と、
　機体の前側に設けられ、硬貨の放出が可能な硬貨放出口部と、
　硬貨投入口部から硬貨を受け入れるとともに１層１枚に分離して繰り出す硬貨貯留繰出
部と、
　硬貨貯留繰出部から１層１枚に分離されて繰り出される硬貨を１層１枚状態で受け入れ
て搬送する硬貨通路であって、硬貨を受け入れて上部へ上昇する上昇通路部、上昇通路部
の上方端から後方へ折返す折返し通路部、および後部方向へ向かう後部方向通路部を有し
、後部方向通路部には出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨分岐部が設けられ
、硬貨繰出貯留部から金種別硬貨分岐部までの間には硬貨識別部が設けられ、硬貨識別部
から金種別硬貨分岐部までの間でかつ硬貨放出口部より上方位置には硬貨放出口部へ放出
する硬貨を分岐する第１の硬貨分岐部が設けられた硬貨通路と、
　第１の硬貨分岐部から分岐された硬貨を硬貨放出口部へ導出する硬貨放出口部用導出部
と、
　硬貨通路の後部方向通路部の金種別硬貨分岐部で分岐される金種別硬貨を収納するとと
もに収納硬貨を繰り出す繰出部を有し、繰出部を通じて収納硬貨を放出する繰出硬貨放出
部が硬貨貯留繰出部の上方に位置する金種別硬貨収納繰出部と、
　金種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ
誘導する放出硬貨誘導部と、
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　入金処理、出金処理を制御する制御部と
　を具備していることを特徴とする循環式硬貨入出金機。
【請求項２】
　硬貨識別部は、上昇通路部に設けられ、
　第１の硬貨分岐部は、上昇通路部の硬貨識別部より後段から折返し通路部域までの間に
設けられている
　ことを特徴とする請求項１記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項３】
　硬貨通路の後部方向通路部の金種別硬貨分岐部で分岐される金種別硬貨を一時保留する
一時保留空間部、この一時保留空間部の一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出部への収納側
と硬貨放出口部への返却側とに切り換えて放出する放出部を有し、返却側への放出部が硬
貨貯留繰出部の上方に位置する複数の金種別硬貨一時保留部を具備している
　ことを特徴とする請求項１または２記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項４】
　硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬
貨分岐部と別に出金に使用しない入金専用硬貨を分岐する入金専用硬貨分岐部と、
　入金専用硬貨分岐部で分岐される硬貨を一時保留する一時保留空間部、この一時保留空
間部の一時保留硬貨を放出する放出部を有し、放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置する
入金専用硬貨一時保留部と、
　入金専用硬貨分岐部と入金専用硬貨一時保留部との間に設けられ、入金専用硬貨分岐部
で分岐した入金専用硬貨を入金専用硬貨一時保留部への一時保留側と回収側とに切り換え
る入金専用硬貨一時保留回収切換部と、
　入金専用硬貨一時保留回収切換部の回収部側に臨んで設けられた入金専用硬貨回収部と
を具備し、
　放出硬貨誘導部は、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、金
種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨に加え、入金専用硬貨一時保留
部の放出部から放出される硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導する
　ことを特徴とする請求項３記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項５】
　硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬
貨分岐部と別に出金に使用しない入金専用硬貨を分岐する入金専用硬貨分岐部と、
　入金専用硬貨分岐部で分岐される硬貨を一時保留する一時保留空間部、この一時保留空
間部の一時保留硬貨を収納側と返却側とに切り換えて放出する放出部を有し、返却側への
放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置する入金専用硬貨一時保留部と、
　入金専用硬貨一時保留部の収納側への放出部から放出される硬貨を回収する入金専用硬
貨回収部とを具備し、
　放出硬貨誘導部は、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、金
種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨に加え、入金専用硬貨一時保留
部の返却側への放出部から放出される返却硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導する
　ことを特徴とする請求項３記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項６】
　出金に使用可能な金種硬貨を分岐する複数の金種別硬貨分岐部と複数の金種別硬貨一時
保留部との間に設けられ、金種別硬貨分岐部で分岐した硬貨を金種別硬貨一時保留部への
一時保留側と回収側とに切り換える金種別一時保留回収切換部と、
　金種別一時保留回収切換部の各回収部側に臨んで設けられる金種別硬貨回収部とを具備
し、
　制御部は、入金処理、出金処理、回収処理を制御する
　ことを特徴とする請求項３ないし５いずれか記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項７】
　機体後部から機体上部位置に着脱可能に設けられ、補充硬貨を送出する補充硬貨送出口
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が硬貨貯留繰出部の上方に位置する補充硬貨ボックスと、
　硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、補充リジェクト硬貨を分岐する補充リジェクト
硬貨分岐部と、
　補充リジェクト硬貨分岐部で分岐された硬貨を回収する補充リジェクト硬貨回収部とを
具備し、
　放出硬貨誘導部は、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、金
種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨に加え、補充硬貨ボックスの補
充硬貨送出口から送出される補充硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導し、
　制御部は、補充処理、入金処理、出金処理、回収処理を制御する
　ことを特徴とする請求項３ないし６いずれか記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項８】
　複数の金種別硬貨一時保留部は、硬貨通路の形成される前後方向に対して交差する幅方
向に金種毎に配置されており、硬貨を一時保留する一時保留枠と、一時保留枠の底部を構
成して硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な一時保留ベルトと、一時保留ベルト
の前側域に位置して一時保留ベルト上の一時保留硬貨を返却放出する返却放出口部と、一
時保留ベルトの後側域に位置して一時保留ベルト上の一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出
部へ放出する収納放出口部を備えた
　ことを特徴とする請求項３ないし７いずれか記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項９】
　硬貨通路の後部方向通路部には入金一時保留予定硬貨を金種混合状態で分岐する入金一
時保留予定硬貨分岐部が設けられており、
　入金一時保留予定硬貨分岐部で分岐された入金正規硬貨を金種混合状態で一時保留する
一時保留空間部、この一時保留空間部の一時保留硬貨を放出する放出部を有し、放出部は
硬貨貯留繰出部の上方に位置する混合金種硬貨一時保留部と、
　混合金種硬貨一時保留部の放出部から放出される硬貨を硬貨貯留繰出部へ誘導する一時
保留混合金種硬貨誘導部とを具備している
　ことを特徴とする請求項１記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１０】
　入金一時保留予定硬貨分岐部と混合金種硬貨一時保留部との間に設けられ、入金一時保
留予定硬貨分岐部で分岐した硬貨を混合金種硬貨一時保留部への一時保留側と回収側とに
切り換える入金専用硬貨一時保留回収切換部と、
　入金専用硬貨一時保留回収切換部の回収部側に臨んで設けられる入金専用硬貨回収部と
を具備した
　ことを特徴とする請求項９記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１１】
　出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨分岐部と金種別硬貨収納繰出部との間
に設けられ、金種別硬貨分岐部で分岐した硬貨を金種別硬貨収納繰出部への収納側と回収
側とに切り換える金種別収納回収切換部と、
　金種別収納回収切換部の各回収部側に臨んで設けられる金種別硬貨回収部とを具備し、
　制御部は、入金処理、出金処理、回収処理を制御する
　ことを特徴とする請求項９または１０記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１２】
　機体後部から機体上部位置に着脱可能に設けられ、補充硬貨を送出する補充硬貨送出口
が硬貨貯留繰出部の上方に位置する補充硬貨ボックスと、
　補充硬貨ボックスから送出される硬貨を硬貨貯留繰出部へ誘導する補充硬貨誘導部と、
　硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、補充リジェクト硬貨を分岐する補充リジェクト
硬貨分岐部と、
　補充リジェクト硬貨分岐部で分岐された硬貨を回収する補充リジェクト硬貨回収部とを
具備し、
　制御部は、補充処理、入金処理、出金処理、回収処理を制御する
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　ことを特徴とする請求項９ないし１１いずれか記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１３】
　複数の金種別硬貨収納繰出部は、硬貨通路の形成される前後方向に対して交差する幅方
向に金種毎に配置されており、硬貨を収納する収納枠と、収納枠の底部を構成して硬貨を
載置するとともに前後方向に駆動可能な繰出ベルトと、前側に位置して繰出ベルト上面と
の間で硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出部を形成するゲート部材とを備え、繰出部を通じた硬
貨が放出される繰出硬貨放出部が硬貨貯留繰出部の上部域に配置される
　ことを特徴とする請求項１ないし１０いずれか記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１４】
　複数の金種別硬貨収納繰出部は、硬貨通路の形成される前後方向に対して交差する幅方
向に金種毎に配置されており、
　金種別硬貨回収部は、複数の金種別硬貨収納繰出部の下方域にあって機体の前後方向に
金種毎に配置された
　ことを特徴とする請求項６または１１記載の循環式硬貨入出金機。
【請求項１５】
　複数の金種別硬貨収納繰出部の下方域に、入金専用硬貨を回収する入金専用硬貨回収部
が各金種別硬貨回収部とともに配置された
　ことを特徴とする請求項１４記載の循環式硬貨入出金機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、循環式硬貨入出金機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の循環式硬貨入出金機では、機体の前面上部に、入金硬貨の投入と入金リジェクト
硬貨、入金返却硬貨、出金硬貨の放出が可能な硬貨取扱口部が設けられている。機体の前
面下部位置で硬貨取扱口部に臨み、この硬貨取扱口部へ投入される入金硬貨を受け入れる
とともに繰り出す傾斜円盤と傾斜円盤の表面側のホッパ部を有する硬貨貯留繰出部が設け
られている。硬貨貯留繰出部から１層１枚に分離されて繰出される硬貨を１層１枚状態で
受け入れて搬送し、斜め後方へ上昇傾斜して途中に硬貨識別部が配置される傾斜通路部と
、その傾斜通路部から後部方向へ水平に延びて金種別分岐部、オーバーフロー硬貨分岐部
等の種類別分岐部が配列される種類別分岐通路部と、この種類別分岐通路部末端から上方
へ向かうとともに前方へ折り返す折返し通路と、この折返し通路端から前方へほぼ水平に
延び前端は硬貨取扱口部に接続される硬貨放出通路部とを有する硬貨通路が設けられてい
る。種類別分岐通路部の下部位置に種類別一時保留部が設けられている。種類別一時保留
部の下部位置に種類別一時保留部に対応する金種別硬貨収納繰出部が設けられている。金
種別硬貨収納繰出部の機体幅方向側部に位置し、前後方向の金種別硬貨収納繰出部群全域
に延びる搬送コンベヤであって、その前端は硬貨貯留繰出部に接続される搬送コンベヤが
設けられている。搬送コンベヤの上方位置に機体背部から挿脱可能で、補充硬貨を下方の
搬送コンベヤヘ放出する補充ボックスが設けられている。
【０００３】
　そして、入金時には、硬貨取扱口部に投入された入金硬貨を、硬貨貯留繰出部に送り、
硬貨貯留繰出部から硬貨通路に送って識別し、正規入金硬貨は種類別分岐部で分岐して種
類別一時保留部に一時保留する。入金リジェクト硬貨は、硬貨通路の末端まで送って硬貨
取扱口部へ放出し、返却する。入金硬貨の一時保留完了後の入金承認による収納時に、種
類別一時保留部の入金一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出部に収納する。入金不承認によ
る返却時に、種類別一時保留部の入金一時保留硬貨を、搬送コンベヤヘ放出し、この搬送
コンベヤから硬貨貯留繰出部へ送り、硬貨貯留繰出部から硬貨通路の末端まで送って硬貨
取扱口部へ放出し、返却する。
【０００４】
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　また、出金時には、金種別硬貨収納繰出部から投出する出金硬貨を、搬送コンベヤヘ放
出し、この搬送コンベヤから硬貨貯留繰出部へ送り、硬貨貯留繰出部から硬貨通路の末端
まで送って硬貨取扱口部へ放出する（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開平８－２１２４２０号公報（第３－６頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の循環式硬貨入出金機では、入金リジェクト硬貨は、硬貨貯留繰出部から硬貨通路
の末端まで送って硬貨取扱口部へ放出する。また、入金返却硬貨は、種類別一時保留部か
ら搬送コンベヤヘ放出し、搬送コンベヤから硬貨貯留繰出部へ送り、硬貨貯留繰出部から
硬貨通路の末端まで送って硬貨取扱口部へ放出する。また、出金硬貨は、金種別硬貨収納
繰出部から搬送コンベヤヘ放出し、搬送コンベヤから硬貨貯留繰出部へ送り、硬貨貯留繰
出部から硬貨通路の末端まで送って硬貨取扱口部へ放出する。
【０００６】
　このように、これらの硬貨は全て硬貨通路の末端まで送る必要があるので、これら硬貨
の受け取りに時間がかかるという問題点がある。
【０００７】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨、
出金硬貨の受け取りにかかる時間を短縮できる循環式硬貨入出金機を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の循環式硬貨入出金機は、機体の前側に設けられ、硬貨の投入が可能な硬
貨投入口部と、機体の前側に設けられ、硬貨の放出が可能な硬貨放出口部と、硬貨投入口
部から硬貨を受け入れるとともに１層１枚に分離して繰り出す硬貨貯留繰出部と、硬貨貯
留繰出部から１層１枚に分離されて繰り出される硬貨を１層１枚状態で受け入れて搬送す
る硬貨通路であって、硬貨を受け入れて上部へ上昇する上昇通路部、上昇通路部の上方端
から後方へ折返す折返し通路部、および後部方向へ向かう後部方向通路部を有し、後部方
向通路部には出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨分岐部が設けられ、硬貨繰
出貯留部から金種別硬貨分岐部までの間には硬貨識別部が設けられ、硬貨識別部から金種
別硬貨分岐部までの間でかつ硬貨放出口部より上方位置には硬貨放出口部へ放出する硬貨
を分岐する第１の硬貨分岐部が設けられた硬貨通路と、第１の硬貨分岐部から分岐された
硬貨を硬貨放出口部へ導出する硬貨放出口部用導出部と、硬貨通路の後部方向通路部の金
種別硬貨分岐部で分岐される金種別硬貨を収納するとともに収納硬貨を繰り出す繰出部を
有し、繰出部を通じて収納硬貨を放出する繰出硬貨放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置
する金種別硬貨収納繰出部と、金種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬
貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導する放出硬貨誘導部と、入金処理、出金処理を制御する
制御部とを具備しているものである。
【０００９】
　請求項２記載の循環式硬貨入出金機は、請求項１記載の循環式硬貨入出金機において、
硬貨識別部は、上昇通路部に設けられ、第１の硬貨分岐部は、上昇通路部の硬貨識別部よ
り後段から折返し通路部域までの間に設けられているものである。
【００１０】
　請求項３記載の循環式硬貨入出金機は、請求項１または２記載の循環式硬貨入出金機に
おいて、硬貨通路の後部方向通路部の金種別硬貨分岐部で分岐される金種別硬貨を一時保
留する一時保留空間部、この一時保留空間部の一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出部への
収納側と硬貨放出口部への返却側とに切り換えて放出する放出部を有し、返却側への放出
部が硬貨貯留繰出部の上方に位置する複数の金種別硬貨一時保留部を具備しているもので
ある。
【００１１】
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　請求項４記載の循環式硬貨入出金機は、請求項３記載の循環式硬貨入出金機において、
硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨
分岐部と別に出金に使用しない入金専用硬貨を分岐する入金専用硬貨分岐部と、入金専用
硬貨分岐部で分岐される硬貨を一時保留する一時保留空間部、この一時保留空間部の一時
保留硬貨を放出する放出部を有し、放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置する入金専用硬
貨一時保留部と、入金専用硬貨分岐部と入金専用硬貨一時保留部との間に設けられ、入金
専用硬貨分岐部で分岐した入金専用硬貨を入金専用硬貨一時保留部への一時保留側と回収
側とに切り換える入金専用硬貨一時保留回収切換部と、入金専用硬貨一時保留回収切換部
の回収部側に臨んで設けられた入金専用硬貨回収部とを具備し、放出硬貨誘導部は、金種
別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、金種別硬貨収納繰出部の繰出
硬貨放出部から放出される硬貨に加え、入金専用硬貨一時保留部の放出部から放出される
硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導するものである。
【００１２】
　請求項５記載の循環式硬貨入出金機は、請求項３記載の循環式硬貨入出金機において、
硬貨通路の後部方向通路部に設けられ、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨
分岐部と別に出金に使用しない入金専用硬貨を分岐する入金専用硬貨分岐部と、入金専用
硬貨分岐部で分岐される硬貨を一時保留する一時保留空間部、この一時保留空間部の一時
保留硬貨を収納側と返却側とに切り換えて放出する放出部を有し、返却側への放出部が硬
貨貯留繰出部の上方に位置する入金専用硬貨一時保留部と、入金専用硬貨一時保留部の収
納側への放出部から放出される硬貨を回収する入金専用硬貨回収部とを具備し、放出硬貨
誘導部は、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、金種別硬貨収
納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨に加え、入金専用硬貨一時保留部の返却側
への放出部から放出される返却硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導するものである。
【００１３】
　請求項６記載の循環式硬貨入出金機は、請求項３ないし５いずれか記載の循環式硬貨入
出金機において、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する複数の金種別硬貨分岐部と複数の
金種別硬貨一時保留部との間に設けられ、金種別硬貨分岐部で分岐した硬貨を金種別硬貨
一時保留部への一時保留側と回収側とに切り換える金種別一時保留回収切換部と、金種別
一時保留回収切換部の各回収部側に臨んで設けられる金種別硬貨回収部とを具備し、制御
部は、入金処理、出金処理、回収処理を制御するものである。
【００１４】
　請求項７記載の循環式硬貨入出金機は、請求項３ないし６いずれか記載の循環式硬貨入
出金機において、機体後部から機体上部位置に着脱可能に設けられ、補充硬貨を送出する
補充硬貨送出口が硬貨貯留繰出部の上方に位置する補充硬貨ボックスと、硬貨通路の後部
方向通路部に設けられ、補充リジェクト硬貨を分岐する補充リジェクト硬貨分岐部と、補
充リジェクト硬貨分岐部で分岐された硬貨を回収する補充リジェクト硬貨回収部とを具備
し、放出硬貨誘導部は、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出される硬貨、
金種別硬貨収納繰出部の繰出硬貨放出部から放出される硬貨に加え、補充硬貨ボックスの
補充硬貨送出口から送出される補充硬貨を下方の硬貨貯留繰出部へ誘導し、制御部は、補
充処理、入金処理、出金処理、回収処理を制御するものである。
【００１５】
　請求項８記載の循環式硬貨入出金機は、請求項３ないし７いずれか記載の循環式硬貨入
出金機において、複数の金種別硬貨一時保留部は、硬貨通路の形成される前後方向に対し
て交差する幅方向に金種毎に配置されており、硬貨を一時保留する一時保留枠と、一時保
留枠の底部を構成して硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な一時保留ベルトと、
一時保留ベルトの前側域に位置して一時保留ベルト上の一時保留硬貨を返却放出する返却
放出口部と、一時保留ベルトの後側域に位置して一時保留ベルト上の一時保留硬貨を金種
別硬貨収納繰出部へ放出する収納放出口部を備えたものである。
【００１６】
　請求項９記載の循環式硬貨入出金機は、請求項１記載の循環式硬貨入出金機において、
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硬貨通路の後部方向通路部には入金一時保留予定硬貨を金種混合状態で分岐する入金一時
保留予定硬貨分岐部が設けられており、入金一時保留予定硬貨分岐部で分岐された入金正
規硬貨を金種混合状態で一時保留する一時保留空間部、この一時保留空間部の一時保留硬
貨を放出する放出部を有し、放出部は硬貨貯留繰出部の上方に位置する混合金種硬貨一時
保留部と、混合金種硬貨一時保留部の放出部から放出される硬貨を硬貨貯留繰出部へ誘導
する一時保留混合金種硬貨誘導部とを具備しているものである。
【００１７】
　請求項１０記載の循環式硬貨入出金機は、請求項９記載の循環式硬貨入出金機において
、入金一時保留予定硬貨分岐部と混合金種硬貨一時保留部との間に設けられ、入金一時保
留予定硬貨分岐部で分岐した硬貨を混合金種硬貨一時保留部への一時保留側と回収側とに
切り換える入金専用硬貨一時保留回収切換部と、入金専用硬貨一時保留回収切換部の回収
部側に臨んで設けられる入金専用硬貨回収部とを具備したものである。
【００１８】
　請求項１１記載の循環式硬貨入出金機は、請求項９または１０記載の循環式硬貨入出金
機において、出金に使用可能な金種硬貨を分岐する金種別硬貨分岐部と金種別硬貨収納繰
出部との間に設けられ、金種別硬貨分岐部で分岐した硬貨を金種別硬貨収納繰出部への収
納側と回収側とに切り換える金種別収納回収切換部と、金種別収納回収切換部の各回収部
側に臨んで設けられる金種別硬貨回収部とを具備し、制御部は、入金処理、出金処理、回
収処理を制御するものである。
【００１９】
　請求項１２記載の循環式硬貨入出金機は、請求項９ないし１１いずれか記載の循環式硬
貨入出金機において、機体後部から機体上部位置に着脱可能に設けられ、補充硬貨を送出
する補充硬貨送出口が硬貨貯留繰出部の上方に位置する補充硬貨ボックスと、補充硬貨ボ
ックスから送出される硬貨を硬貨貯留繰出部へ誘導する補充硬貨誘導部と、硬貨通路の後
部方向通路部に設けられ、補充リジェクト硬貨を分岐する補充リジェクト硬貨分岐部と、
補充リジェクト硬貨分岐部で分岐された硬貨を回収する補充リジェクト硬貨回収部とを具
備し、制御部は、補充処理、入金処理、出金処理、回収処理を制御するものである。
【００２０】
　請求項１３記載の循環式硬貨入出金機は、請求項１ないし１２いずれか記載の循環式硬
貨入出金機において、複数の金種別硬貨収納繰出部は、硬貨通路の形成される前後方向に
対して交差する幅方向に金種毎に配置されており、硬貨を収納する収納枠と、収納枠の底
部を構成して硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な繰出ベルトと、前側に位置し
て繰出ベルト上面との間で硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出部を形成するゲート部材とを備え
、繰出部を通じた硬貨が放出される繰出硬貨放出部が硬貨貯留繰出部の上部域に配置され
るものである。
【００２１】
　請求項１４記載の循環式硬貨入出金機は、請求項６または１１記載の循環式硬貨入出金
機において、複数の金種別硬貨収納繰出部は、硬貨通路の形成される前後方向に対して交
差する幅方向に金種毎に配置されており、金種別硬貨回収部は、複数の金種別硬貨収納繰
出部の下方域にあって機体の前後方向に金種毎に配置されたものである。
【００２２】
　請求項１５記載の循環式硬貨入出金機は、請求項１４記載の循環式硬貨入出金機におい
て、複数の金種別硬貨収納繰出部の下方域に、入金専用硬貨を回収する入金専用硬貨回収
部が各金種別硬貨回収部とともに配置されたものである。
【発明の効果】
【００２３】
　請求項１記載の循環式硬貨入出金機によれば、金種別硬貨収納繰出部の繰出部を通じて
収納硬貨を放出する繰出硬貨放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置し、金種別硬貨収納繰
出部の繰出硬貨放出部から放出する出金硬貨を下方の硬貨貯留繰出部に迅速に受け入れる
ことができ、また、硬貨通路の硬貨識別部から金種別硬貨分岐部までの間でかつ硬貨放出
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口部より上方位置に設けた第１の硬貨分岐部により、入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨
、出金硬貨を分岐して硬貨放出口部へ迅速に放出することができ、したがって、これら硬
貨の受け取りにかかる時間を短縮できる。
【００２４】
　請求項２記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項１記載の循環式硬貨入出金機の効
果に加えて、硬貨通路の上昇通路部の硬貨識別部より後段から折返し通路部域までの間に
設けた第１の硬貨分岐部により、硬貨を硬貨放出口部へ迅速に放出することができる。
【００２５】
　請求項３記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項１または２記載の循環式硬貨入出
金機の効果に加えて、複数の金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部が硬貨貯留繰出部
の上方に位置し、金種別硬貨一時保留部の返却側への放出部から放出する入金返却硬貨を
下方の硬貨貯留繰出部に迅速に受け入れることができ、入金返却硬貨の受け取りにかかる
時間を短縮できる。
【００２６】
　請求項４記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項３記載の循環式硬貨入出金機の効
果に加えて、出金に使用しない入金専用硬貨を一時保留する入金専用硬貨一時保留部の放
出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置し、入金専用硬貨一時保留部の放出部から放出する硬
貨を下方の硬貨貯留繰出部に迅速に受け入れることができるため、返却時には、硬貨貯留
繰出部に放出した返却硬貨を硬貨通路の第１の硬貨分岐部で分岐して硬貨放出口部へ迅速
に放出することができ、また、回収時には、硬貨貯留繰出部に放出した回収硬貨を硬貨通
路の入金専用硬貨分岐部および入金専用硬貨一時保留回収切換部を通じて入金専用硬貨回
収部に回収することができ、入金できる入金硬貨の金種が広がり、入金操作性を向上でき
る。
【００２７】
　請求項５記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項３記載の循環式硬貨入出金機の効
果に加えて、出金に使用しない入金専用硬貨を一時保留する入金専用硬貨一時保留部の放
出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置し、入金専用硬貨一時保留部の放出部から放出する返
却硬貨を下方の硬貨貯留繰出部に迅速に受け入れることができるため、その返却硬貨を硬
貨通路の第１の硬貨分岐部で分岐して硬貨放出口部へ迅速に放出することができ、また、
入金専用硬貨一時保留部の収納側の放出部から放出する回収硬貨を入金専用硬貨回収部に
迅速に回収することができ、入金できる入金硬貨の金種が広がり、入金操作性を向上でき
る。
【００２８】
　請求項６記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項３ないし５いずれか記載の循環式
硬貨入出金機の効果に加えて、金種別一時保留部や金種別硬貨収納繰出部からの硬貨の回
収時、回収硬貨を硬貨貯留繰出部、硬貨通路の金種別硬貨分岐部、および金種別一時保留
回収切換部を通じて金種別硬貨回収部に回収できる。
【００２９】
　請求項７記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項３ないし６いずれか記載の循環式
硬貨入出金機の効果に加えて、補充硬貨ボックスの補充硬貨送出口が硬貨貯留繰出部の上
方に位置し、補充硬貨ボックスの補充硬貨送出口から送出する補充硬貨を下方の硬貨貯留
繰出部に迅速に受け入れることができるため、その補充硬貨を硬貨通路に送って金種別硬
貨収納繰出部に迅速に補充でき、また、補充リジェクト硬貨を補充リジェクト硬貨分岐部
で分岐して補充リジェクト硬貨回収部に回収できる。
【００３０】
　請求項８記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項３ないし７いずれか記載の循環式
硬貨入出金機の効果に加えて、複数の金種別硬貨一時保留部を硬貨通路の形成される前後
方向に対して交差する幅方向に金種毎に配置し、さらに、複数の金種別硬貨一時保留部に
、一時保留する硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な一時保留ベルトを設けると
ともに、一時保留ベルトの前側域に一時保留硬貨を返却放出する返却放出口部を、一時保
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留ベルトの後側域に一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出部へ放出する収納放出口部をそれ
ぞれ設けたため、金種別硬貨一時保留部の高さを高くしなくても硬貨収納容量を大きくで
き、硬貨の収納と返却とを迅速にできる。
【００３１】
　請求項９記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項１記載の循環式硬貨入出金機の効
果に加えて、混合金種硬貨一時保留部の放出部が硬貨貯留繰出部の上方に位置し、混合金
種硬貨一時保留部の放出部から放出する入金返却硬貨を下方の硬貨貯留繰出部に迅速に受
け入れることができ、入金返却硬貨の受け取りにかかる時間を短縮できる。
【００３２】
　請求項１０記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項９記載の循環式硬貨入出金機の
効果に加えて、出金に使用しない入金専用硬貨が投入されていた場合の入金回収時に、入
金専用硬貨を硬貨通路の入金一時保留予定硬貨分岐部および入金専用硬貨一時保留回収切
換部を通じて入金専用硬貨回収部に回収することができ、入金できる入金硬貨の金種が広
がり、入金操作性を向上できる。
【００３３】
　請求項１１記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項９または１０記載の循環式硬貨
入出金機の効果に加えて、混合金種硬貨一時保留部や金種別硬貨収納繰出部からの硬貨の
回収時、回収硬貨を硬貨貯留繰出部、硬貨通路の金種別硬貨分岐部、および金種別収納回
収切換部を通じて金種別硬貨回収部に回収できる。
【００３４】
　請求項１２記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項９ないし１１いずれか記載の循
環式硬貨入出金機の効果に加えて、補充硬貨ボックスの補充硬貨送出口が硬貨貯留繰出部
の上方に位置し、補充硬貨ボックスの補充硬貨送出口から送出する補充硬貨を下方の硬貨
貯留繰出部に迅速に受け入れることができるため、その補充硬貨を硬貨通路に送って金種
別硬貨収納繰出部に迅速に補充でき、また、補充リジェクト硬貨を補充リジェクト硬貨分
岐部で分岐して補充リジェクト硬貨回収部に回収できる。
【００３５】
　請求項１３記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項１ないし１２いずれか記載の循
環式硬貨入出金機の効果に加えて、複数の金種別硬貨収納繰出部を硬貨通路の形成される
前後方向に対して交差する幅方向に金種毎に配置し、さらに、複数の金種別硬貨収納繰出
部に、硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な繰出ベルトを設けるとともに、繰出
ベルト上面との間で硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出部を形成するゲート部材を設けたため、
金種別硬貨収納繰出部の高さを高くしなくても硬貨収納容量を大きくできる。
【００３６】
　請求項１４記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項６または１１記載の循環式硬貨
入出金機の効果に加えて、硬貨通路の形成される前後方向に対して交差する幅方向に金種
毎に配置する複数の金種別硬貨収納繰出部の下方域に、機体の前後方向に金種別硬貨回収
部を金種毎に配置したため、金種別硬貨回収部の硬貨回収容量を大きくできる。
【００３７】
　請求項１５記載の循環式硬貨入出金機によれば、請求項１４記載の循環式硬貨入出金機
の効果に加えて、複数の金種別硬貨収納繰出部の下方域に、入金専用硬貨回収部および補
充リジェクト硬貨回収部を各金種別硬貨回収部とともに同じ場所に配置したため、各金種
別硬貨回収部および入金専用硬貨回収部の取扱い性を向上できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３８】
　以下、本発明の一実施の形態を図面を参照して説明する。
【００３９】
　図１ないし図１１に第１の実施の形態を示す。
【００４０】
　図１ないし図３に示すように、循環式硬貨入出金機は、機体11を有し、この機体11の前
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面側（図１右側、図３正面）は顧客が入金硬貨の投入と出金硬貨の取り出しなどを操作す
る顧客用操作面12とされ、機体11の後面側（図１左側、図２正面）は係員が硬貨の補充や
回収などを操作する係員用操作面13とされている。
【００４１】
　機体11の前面側である顧客用操作面12の上部域には、入金硬貨を投入する硬貨投入口部
16と、入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨、出金硬貨が放出される硬貨放出口部17とが前
面の幅方向に並んで設けられている。硬貨投入口部16は、硬貨面が鉛直方向と平行となる
縦姿勢での複数枚の硬貨の一括投入が可能になっている。硬貨放出口部17は、顧客が指を
差し入れて硬貨を取り出せる開口部18が設けられた硬貨放出口枠19を有し、この硬貨放出
口枠19の上部には機内から放出される硬貨を受け入れる受入口20が形成されている。
【００４２】
　機体11内には、硬貨投入口部16および硬貨放出口部17の後部側でかつ下方位置に硬貨貯
留繰出部23が配設されている。この硬貨貯留繰出部23には、硬貨投入口部16から投入され
た硬貨がシュート24によって導かれる。
【００４３】
　硬貨貯留繰出部23は、上部が背面方向に向かう傾斜姿勢で回転軸25を中心に回転可能な
傾斜円盤26、およびこの傾斜円盤26の前面との間で硬貨を貯留するホッパ部27を備え、傾
斜円盤26の周面上部域には傾斜円盤26の正転により硬貨を繰り出す硬貨繰出口28が形成さ
れている。
【００４４】
　傾斜円盤26は、傾斜円盤用モータM1（図１１参照）の駆動で繰出回転方向である正転方
向（図１反時計回り方向）と逆転方向（図１時計回り方向）とに回転駆動する。
【００４５】
　ホッパ部27の後部側には後方に突出して硬貨をホッパ部27内に受け入れる硬貨受入部29
が形成され、ホッパ部27の下部域には放出口30が形成されるとともにこの放出口30を閉塞
する可動ホッパ部31が開閉可能に設けられている。この可動ホッパ部31は、可動ホッパ部
用ソレノイドSD3（図１１参照）の駆動によって開閉する。そして、硬貨貯留繰出部23か
ら繰り出せない異物を図示しないセンサなどで検知した場合に、可動ホッパ部31を開放し
て異物を放出口30から下方へ放出する。
【００４６】
　硬貨貯留繰出部23の下方位置から硬貨放出口部17にわたって、硬貨貯留繰出部23から放
出される異物を受け入れて硬貨放出口部17に搬送する異物コンベヤ34が配設されている。
この異物コンベヤ34は、異物コンベヤ用モータM6（図１１参照）の駆動によって回動する
。異物コンベヤ34の上端には、異物コンベヤ34の上端まで搬送してきた異物を硬貨放出口
部17へ導くシュート35が配設されているとともに、シュート35が接続される硬貨放出口部
17の開口部分を開閉する図示しない開閉板が配設されている。開閉板は、開閉板用モータ
M7（図１１参照）の駆動によって開閉する。
【００４７】
　図４に示すように、傾斜円盤26の前面には、中央域に円形の高位部38が形成され、この
高位部38の外周域に高位部38より処理する硬貨（図４には符号Ｃで示し、以下省略する）
のうちの最小硬貨厚みより少し小さい寸法だけ低い低位部39が形成されている。高位部38
と低位部39との段差部には、硬貨の周縁が厚み方向に１枚載る硬貨周縁保持部40が形成さ
れている。この硬貨周縁保持部40より半径方向外方であって、低位部39には、硬貨の背面
を保持する硬貨面保持部41が形成されている。
【００４８】
　硬貨面保持部41には、傾斜円盤26の前面側へ突出する複数の硬貨掻上げ突起42が円周方
向に所定ピッチで固定配置されている。各硬貨掻上げ突起42は、傾斜円盤26の正転時に、
処理する最大硬貨径から最小硬貨径までのいずれの硬貨であっても硬貨周縁保持部40との
間で硬貨１枚を保持して傾斜円盤26の上部域に掻き上げることができる。硬貨面保持部41
には、傾斜円盤26の前面側へ突出する複数の硬貨崩し突起43が円周方向に所定ピッチで固
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定配置されている。これら複数の硬貨崩し突起43は、複数の硬貨掻上げ突起42に各々対応
して硬貨掻上げ突起42より正転方向に対して後方へ所定角度ずれた位置に配置されている
。そして、これら硬貨掻上げ突起42と硬貨崩し突起43とにより硬貨を掻き上げて繰り出す
硬貨掻上げ繰出突起部44が構成されている。
【００４９】
　硬貨周縁保持部40は、円周方向の複数の硬貨掻上げ突起42に対応して円周方向に所定ピ
ッチで形成され、これら各硬貨周縁保持部40の円周方向長さは傾斜円盤26の正転時に対応
する硬貨掻上げ突起42との間で１枚の硬貨を保持する長さとされている。これら複数の硬
貨周縁保持部40間には、高位部38と低位部39との段差部を傾斜面として、硬貨を下方へ滑
落させる滑落部45が形成されている。
【００５０】
　傾斜円盤26の上部域において、傾斜円盤26の周縁外方つまり傾斜円盤26の正転方向に対
応した方向へ硬貨を繰り出す硬貨繰出口28を構成する上下の硬貨ガイド部材46，47が配置
されている。上側である一方の硬貨ガイド部材46は、傾斜円盤26の上部域から硬貨繰出口
28にかけて、傾斜円盤26の表面より突出して配置されている。下側である他方の硬貨ガイ
ド部材47は、硬貨面保持部41の表面に近接対向して硬貨周縁保持部40から続けて硬貨を受
け取り可能とし、硬貨掻上げ突起42との間で硬貨周縁保持部40から受け取った硬貨を保持
して傾斜円盤26の周縁外方へ案内する。この硬貨ガイド部材47の硬貨面保持部41に対向す
る面には、回転移動する硬貨掻上げ突起42および硬貨崩し突起43が通過する溝部48が形成
されている。
【００５１】
　硬貨ガイド部材47には、硬貨繰出口28に対して厚み方向に多層状態で送られる硬貨を硬
貨面保持部41に接する硬貨１層に対して多層に重なる残りの硬貨を硬貨貯留繰出部23内に
滑落させる厚み方向規制ガイト部49が形成されている。この厚み方向規制ガイド部49は、
硬貨ガイド部材47の上縁に、硬貨面保持部41に接する硬貨が厚み方向に１枚載る寸法のガ
イド面50、およびこのガイド面50を残して硬貨を滑落させる傾斜面51にて構成されている
。
【００５２】
　次に、図１に示すように、硬貨貯留繰出部23の硬貨繰出口28から１層１枚に分離された
繰り出される硬貨を１層１枚状態で受け入れて搬送する硬貨通路54が配設されている。こ
の硬貨通路54は、傾斜円盤26の硬貨面保持部41と面一で硬貨の背面をガイドする通路面55
を有しており、硬貨貯留繰出部23の硬貨繰出口28から後方へ向けて繰り出される硬貨の搬
送方向を前方へ向けて方向変換する方向変換通路部56、この方向変換通路部56を通じて硬
貨を受け入れて前方上部へ上昇傾斜する上昇傾斜通路部57、この上昇傾斜通路部57の上方
端から後方へ折返す折返し通路部58、およびこの折返し通路部58の後端部から後部方向へ
向かう後部方向通路部59を有している。
【００５３】
　方向変換通路部56には、硬貨繰出口28と硬貨識別分類通路15の入口近傍との間に、硬貨
繰出口28から繰り出される硬貨に当接してこの硬貨を１枚ずつ分離状態で後段の硬貨識別
分類通路15へ向けて搬送する受渡円板62が配設されている。この受渡円板62は、通路用モ
ータM2（図１１参照）の駆動によって図１反時計回り方向の一方向に回転する。
【００５４】
　図４ないし図７に示すように、受渡円板62は、傾斜円盤26の硬貨面保持部41および通路
面55と略面一で傾斜円盤26と平行な回転軸63を中心に回転可能とする回転面部64を有して
いる。
【００５５】
　この回転面部64の周縁部には、切欠部65が形成されているとともに、この切欠部65に硬
貨繰出口28から繰り出される硬貨に当接してこの硬貨を１枚ずつ分離状態で上昇傾斜通路
部57へ向けて搬送する受渡突起66が少なくとも１個配置されている。
【００５６】
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　この受渡突起62は、回転軸63を直交して貫通する支軸67によって受渡円板62の回転方向
に対応して揺動可能に軸支され、この支軸62に装着された付勢手段としてのばね68で回転
面部64から突出する方向すなわち受渡円板62の回転方向へ向けて付勢され、回転面部64か
ら略垂直に突出した状態で切欠部65の縁部に当接して突設状態が保たれる。
【００５７】
　そして、この受渡突起62は、回転面部64の前面側へ処理する最小硬貨厚みより小さい寸
法だけ突出するとともに、回転面部64側への押圧時つまり受渡円板62の回転方向に対して
反対方向への押圧時に回転面部64内へ埋没可能としている。
【００５８】
　また、図１に示すように、硬貨通路54の通路部57～59は、通路面55とこの通路面55の両
側で硬貨の周縁部をガイドするガイド部材69，70とで形成されている。硬貨通路54の通路
部57～59にわたって、受渡円板62により１枚ずつ区分け状態で送り込まれる硬貨を１枚ず
つ区分け状態で搬送する無端状のベルト71が複数のプーリ72によって回行可能に張設され
ている。ベルト71の通路面55に対向する面にはベルト71の長手方向に処理する最大硬貨径
より大きい所定間隔で複数の突起73が突設されている。ベルト71は通路面55に対して処理
する最大厚み硬貨よりも大きい寸法で対向配置され、突起73は通路面55に対して処理する
最小硬貨厚みより小さい寸法で対向配置されている。ベルト71は、受渡円板62と共通の通
路用モータM2によって受渡円板62の回転と連動して回行し、受渡円板62により１枚ずつ区
分け状態で送り込まれる硬貨をベルト長手方向の突起73間に受け入れて１枚ずつ区分けし
た状態で、硬貨の後側に位置する突起73で硬貨を押して搬送する。
【００５９】
　上昇傾斜通路部57には、正規硬貨の金種、汚れていたり識別不能であったり外国硬貨な
どのリジェクト硬貨を識別する硬貨識別部75が配設されている。
【００６０】
　上昇傾斜通路部57には、硬貨識別部75の後段で硬貨放出口部17より上方位置に硬貨放出
口部17へ放出する入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨、出金硬貨を分岐する第１の硬貨分
岐部77が配設され、また、後部方向通路部59には、出金に使用しない入金専用硬貨として
例えば５０円硬貨を分岐する入金専用硬貨分岐部78、補充リジェクト硬貨を分岐する補充
リジェクト硬貨分岐部79、出金に使用可能な硬貨として例えば１０円硬貨、１００円硬貨
、５００円硬貨を分岐する３つの金種別硬貨分岐部80a，80b，80cがそれぞれ配設されて
いる。
【００６１】
　これら各分岐部77～80cは、同一構造に構成されており、例えば１つの金種別硬貨分岐
部80aを、図８ないし図１０に示す。
【００６２】
　通路面55から下側のガイド部材69にかけて開口部82が形成され、この開口部82内に分岐
部材83が通路方向（搬送方向）に平行な軸部84を支点として揺動可能に配置されている。
【００６３】
　この分岐部材83は、軸部84で支持される支持部85を有し、この支持部85の上端に非分岐
該当金種の硬貨を通過させる通過ガイド部86が設けられ、支持部85の背部に分岐該当金種
の硬貨を開口部82の背部側に取り込んで分岐させる分岐ガイド部87が設けられている。各
分岐部材83の支持部85には各アーム88を介して各分岐用ソレノイドSD1-1～SD1-6（図１１
参照）の駆動力が伝達され、通過ガイド部86が開口部82に位置する通過位置と、分岐ガイ
ド部87が開口部82に位置する分岐位置とに切り換えられる。
【００６４】
　通過ガイド部86は、通路方向から見て断面略コ字形で、硬貨を支えて通過可能とする通
過溝89を有し、図８に示す通過位置のときには、通過溝89の右面および底面が通路面55お
よびガイド部材69の硬貨支持縁部69aと略面一となってこれら通路面55およびガイド部材6
9の硬貨支持縁部69aとともに硬貨の下部における背面および周縁をガイドし、硬貨の通過
を許容する。なお、通過溝89の左面は、右面に対して最大硬貨厚みよりやや大なる寸法と
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され硬貨の通過を許容する。また、図９に示す分岐位置のときには、開口部82の表面方向
に退避する。
【００６５】
　分岐ガイド部87は、表面側から見て断面略Ｌ字形で、上部側が硬貨通路54の通路方向の
上流側に位置して硬貨通路54に対して斜めに配置される傾斜部90、この傾斜部90の下部側
から硬貨通路54の通路方向に対して垂直な垂直部91を有している。分岐ガイド部87には、
ベルト71の突起73との干渉防止のために切欠部92が形成されている。そして、この分岐ガ
イド部87は、図１０に示す分岐位置のときには、通路面55より前面側に突出し、硬貨通路
54を搬送している硬貨を傾斜部90および垂直部91さらには支持部91の背面側を通じて開口
部88内に取り込む。また、図８に示す通過位置のときには、開口部82の裏面方向に退避す
る。
【００６６】
　また、図１に示すように、第１の硬貨分岐部77には、この第１の硬貨分岐部77で分岐し
た入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨、出金硬貨を硬貨放出口部17の受入口20へ導出する
硬貨放出口部用導出部95が配設されている。
【００６７】
　また、図１および図２に示すように、入金専用硬貨分岐部78には、この入金専用硬貨分
岐部78で分岐した入金専用硬貨を一時保留側および回収側に導出する一時保留側シュート
98および回収側シュート99が配設され、入金専用硬貨分岐部78で分岐された入金専用硬貨
の導出を一時保留側シュート98または回収側シュート99に切り換える入金専用硬貨一時保
留回収切換部100が配設されている。
【００６８】
　一時保留側シュート98の下方には、入金専用硬貨を一時保留する入金専用硬貨一時保留
部101が配設されている。この入金専用硬貨一時保留部101は、入金専用硬貨を一時保留す
る一時保留空間部102、この一時保留空間部102の底部を構成して機体11の幅方向に沿って
正逆回転する一時保留ベルト103、一時保留ベルト103の一端である返却側の放出口および
この放出口を開閉する開閉板で構成される放出部104、一時保留ベルト103の他端である収
納側の放出口およびこの放出口を開閉する開閉板で構成される放出部105を有している。
返却側の放出部104は、硬貨貯留繰出部23の上方に位置して硬貨を硬貨貯留繰出部23に導
出する放出硬貨誘導部106に接続され、硬貨を放出硬貨誘導部106に放出する。収納側の放
出部105は、放出シュート99aを介して回収側シュート99に接続され、硬貨を回収側シュー
ト99に放出する。
【００６９】
　また、補充リジェクト硬貨分岐部79には、この補充リジェクト硬貨分岐部79で分岐され
た補充リジェクト硬貨を下方の回収側へ導出する回収側シュート109が配設されている。
【００７０】
　また、各金種別硬貨分岐部80a，80b，80cには、金種別硬貨分岐部80a，80b，80cで分岐
された硬貨を一時保留側および回収側に導出する一時保留側シュート112a，112b，112cお
よび回収側シュート113a，113，113cが配設され、金種別硬貨分岐部80a，80b，80cで分岐
された硬貨の導出を一時保留側シュート112a，112b，112cまたは回収側シュート113a，11
3b，113cに切り換える金種別一時保留回収切換部114a，114b，114cが配設されている。図
２では、各切換部100，114a，114bは金種別一時保留回収切換部114cと同位置にあり、隠
れて見えない。
【００７１】
　硬貨通路54の後部方向通路部59の下方には、硬貨通路54の後部方向通路部59の金種別硬
貨分岐部80a，80b，80cで分岐して一時保留側シュート112a，112b，112cで導く金種別硬
貨を一時保留する金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cが配設されている。
【００７２】
　金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cは、硬貨通路54の形成される前後方向に対して
交差する幅方向に位置をずらして配設されているとともに、上下方向にも位置をずらして
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配設されている。すなわち、硬貨通路54の後部方向通路部59は機体11の右側域に沿って配
設され、この右側域から左側域に向けて金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの順に幅
方向に配設されているとともに、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの順に高さ位置
が低くなるように配設されている。
【００７３】
　さらに、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの前側域は硬貨貯留繰出部23の上方の
通路幅方向同一位置に配設され、後側域は一時保留側シュート112a，112b，112cの位置に
対応して金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの順に短くなるように配設されている。
金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの後側域には、通路幅方向に斜めに下降傾斜する
一時保留側シュート112a，112b，112cの放出口が臨んで配設されている。
【００７４】
　各金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cは、硬貨を一時保留する一時保留空間部116
を形成する一時保留枠117、この一時保留枠117の底部を構成して硬貨を載置するとともに
前後方向に駆動可能な一時保留ベルト118、一時保留ベルト118の前側域に位置して一時保
留ベルト118上の一時保留硬貨を返却放出する放出部としての返却放出口部119、一時保留
ベルト118の後側域に位置して一時保留ベルト118上の一時保留硬貨を収納放出する放出部
としての収納放出口部120を備えている。各金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの返
却放出口部119が硬貨貯留繰出部23の上方に位置する。
【００７５】
　各金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの一時保留ベルト118は共通の一時保留部用
モータM3（図１１参照）の駆動によって一体的に正逆回転する。各金種別硬貨一時保留部
115a，115b，115cの返却放出口部119および収納放出口部120は、一時保留ベルト118上か
ら一時保留硬貨を放出する放出口を開閉する開閉板121，122を有し、各金種別硬貨一時保
留部115a，115b，115c毎に有するモータM4-1～M4-3（図１１参照）の駆動によって開閉板
121，122が開閉する。
【００７６】
　また、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの下方には、金種別硬貨一時保留部115a
，115b，115cの収納放出口部120から放出する硬貨を受け入れて収納するとともに収納硬
貨を１枚ずつ繰出可能とする金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cが配設されている。
【００７７】
　金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cは、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの
位置に対応して、硬貨通路54の形成される前後方向に対して交差する幅方向に位置をずら
して配設されているとともに、上下方向にも位置をずらして配設されている。すなわち、
金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの位置に対応して、機体11の右側域から左側域に
向けて金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの順に幅方向に配設されているとともに、
金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの順に高さ位置が低くなるように配設されている
。
【００７８】
　各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cは、硬貨を収納する収納枠126、この収納枠1
26の底部を構成して硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な繰出ベルト127、この
繰出ベルト127の前側域に位置して繰出ベルト127上面との間で硬貨を１枚ずつ繰り出す繰
出部128を形成するゲート部材129、硬貨の繰り出しを停止させるストッパ130、繰り出す
硬貨を検知するカウントセンサＳを備えている。各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，12
5cの繰出部128を通じた硬貨が放出される繰出硬貨放出部131が硬貨貯留繰出部23の上部域
に配置されている。
【００７９】
　各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの繰出ベルト127は、各金種別硬貨収納繰出
部125a，125b，125c毎のモータM5-1～M5-3（図１１参照）の駆動によって硬貨繰出方向に
回転する。各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cのゲート部材129は、繰出ベルト127
のモータM5-1～M5-3（図１１参照）の駆動によって繰出ベルト127に対して逆方向に一体
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的に回転する。各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cのストッパ130は、各金種別硬
貨収納繰出部125a，125b，125cのソレノイドSD2-1～SD2-3（図１１参照）の駆動によって
硬貨停止、停止解除する。
【００８０】
　また、図１および図３に示すように、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cおよび金
種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの前側域には、金種別硬貨一時保留部115a，115b，
115cの返却放出口部119から放出される硬貨、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの
繰出硬貨放出部131から放出される硬貨を下方の硬貨貯留繰出部23の硬貨受入部29へ誘導
するシュート形状の放出硬貨誘導部134，135が配設されている。
【００８１】
　また、図１および図２に示すように、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの下方域
には機体11の後面に開口する回収部装填部138が設けられ、この回収部装填部138に、入金
専用硬貨を回収する入金専用硬貨回収部139、１０円硬貨、１００円硬貨、５００円硬貨
を金種別に回収する金種別硬貨回収部140a，140b，140c、補充リジェクト硬貨を回収する
補充リジェクト硬貨回収部141が機体11の後面から挿脱可能に装填されている。
【００８２】
　入金専用硬貨回収部139および金種別硬貨回収部140a，140b，140cは、上方に開口する
同一形状の箱状に形成され、回収部装填部138に挿脱される引出ボックス142に前後方向に
並んで配置されている。引出ボックス142は、上方に開口する箱状に形成され、入金専用
硬貨回収部139および金種別硬貨回収部140a，140b，140cを上方から着脱可能とし、内部
には前後方向に並んで配置される入金専用硬貨回収部139および金種別硬貨回収部140a，1
40b，140cの間を仕切る仕切板143が配設されている。引出ボックス142の後面には、引出
ボックス142を機体11内から引き出す操作部144が設けられている。
【００８３】
　補充リジェクト硬貨回収部141は、前後方向に細長く、幅方向に狭い上方に開口する箱
状に形成され、引出ボックス142内で入金専用硬貨回収部139および金種別硬貨回収部140a
，140b，140cに対して仕切板145を介した幅方向の一側部に配置されている。
【００８４】
引出ボックス142の後面には引出ボックス142から補充リジェクト硬貨回収部141を独立し
て引出可能とする開口部146が形成されている。
【００８５】
補充リジェクト硬貨回収部141の後面には、補充リジェクト硬貨回収部141を引出ボックス
142内から引き出す操作部147が設けられている。
【００８６】
　回収部装填部138には、引出ボックス142の挿入位置を位置決め規制するストッパ148、
補充リジェクト硬貨回収部141の挿入位置を位置決め規制するストッパ149が配設されてい
る。
【００８７】
　そして、回収部装填部138に、入金専用硬貨回収部139、金種別硬貨回収部140a，140b，
140c、補充リジェクト硬貨回収部141を配置した状態で、回収側シュート99の下端の放出
口の下方に入金専用硬貨回収部139が配置され、回収側シュート113a，113b，113cの下端
の放出口の下方に金種別硬貨回収部140a，140b，140cが配置され、回収側シュート109の
下端の放出口の下方に補充リジェクト硬貨回収部141が配置されている。図２においては
、回収側シュート99，113a，113bは回収側シュート113cに隠れて見えない。
【００８８】
　また、機体11の上部位置には機体11の後面に開口する補充硬貨ボックス装填部152が設
けられ、この補充硬貨ボックス装填部152に、補充硬貨を収納した補充硬貨ボックス153が
機体11の後部側から着脱可能に装填されている。補充硬貨ボックス153は、補充硬貨を収
納する収納空間154、この収納空間154の底部を構成して補充硬貨を載置するとともに前後
方向に駆動可能な繰出ベルト155、この繰出ベルト155の前側域に位置して繰出ベルト155
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の上面との間で硬貨の繰り出し量を制限するゲート部材156、ゲート部材156を通過した補
充硬貨を送出する補充硬貨送出口157を備えている。補充硬貨送出口157は硬貨貯留繰出部
23の上方に位置しており、補充硬貨送出口157から送出する補充硬貨は放出硬貨誘導部134
を通じて下方の硬貨貯留繰出部23へ誘導される。
【００８９】
　次に、図１１には、循環式硬貨入出金機を制御する制御のブロック図を示す。ブロック
図において、制御部170は、上位機からの信号や、入金、出金、補充、回収の各処理の指
令および各種モードの指令をする操作指令部171、入金、出金、補充、回収の各処理の指
令状態の表示、金額などを表示する表示部172、硬貨貯留繰出部23内の硬貨の有無を検知
する複数のセンサを含むホッパ用センサ群173、硬貨通路54で硬貨を検知する複数のセン
サを含む通路用センサ群174などから信号を入力し、各モータM1～M7、各ソレノイドSD1～
SD3を制御する。
【００９０】
　次に、本実施の形態の作用を説明する。
【００９１】
　まず、補充処理について説明する。
【００９２】
　補充処理には、機体11内に硬貨が収納されていない初期補充、および機体11内の硬貨が
減少したときの途中補充が含まれる。
【００９３】
　補充硬貨を収納した補充硬貨ボックス153を機体11の後部から補充硬貨ボックス装填部1
52に装填し、操作指令部171によって補充処理を指令する。
【００９４】
　補充硬貨ボックス153の繰出ベルト155が回動し、繰出ベルト155上の補充硬貨を、補充
硬貨送出口157から送出し、放出硬貨誘導部134を通じて硬貨貯留繰出部23のホッパ部27に
送り込む。
【００９５】
　硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で補充硬貨を検知することにより、硬貨貯留
繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそれぞれ回転する。
【００９６】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の補充硬貨を硬貨繰出口28
から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨繰出
口28から繰り出される補充硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト71の突起
73間に受け渡し、このベルト71の突起73により補充硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨通路
54に沿って搬送する。
【００９７】
　硬貨通路54に沿って搬送する補充硬貨は、上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75で識別した
後、折返し通路部58を通じて後部方向通路部59に搬送する。
【００９８】
　硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別された補充硬貨は、該当する金種の金種別
硬貨分岐部80a，80b，80cで分岐し、一時保留側シュート112a，112b，112cを通じて金種
別硬貨一時保留部115a，115b，115cに送り込む。
【００９９】
　金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cでは、収納側の開閉板122，122，122を開放す
るとともに一時保留ベルト118，118，118を収納側に回動し、一時保留ベルト118，118，1
18上に送り込まれた補充硬貨を、収納放出口部120，120，120を通じて放出し、金種別硬
貨収納繰出部125a，125b，125cに収納する。
【０１００】
　また、硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されない補充リジェクト硬貨は、補
充リジェクト硬貨分岐部79で分岐し、回収側シュート109を通じて補充リジェクト硬貨回
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収部141に回収する。
【０１０１】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で補充硬貨を検知しなくなるととも
に硬貨識別部75で補充硬貨を所定時間識別しなければ、送出された全ての補充硬貨の識別
から収納までの処理を完了したものとし、補充硬貨ボックス153の繰出ベルト155、硬貨貯
留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71をそれぞれ停止させ、
補充処理を終了する。
【０１０２】
　次に、入金処理について説明する。
【０１０３】
　顧客が、操作指令部171で入金処理を指令し、入金硬貨を機体11の硬貨投入口部16に投
入する。
【０１０４】
　硬貨投入口部16に投入した入金硬貨は、シュート24を通じて硬貨貯留繰出部23のホッパ
部27に送り込まれる。硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知するこ
とにより、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそ
れぞれ回転する。
【０１０５】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の入金硬貨を硬貨繰出口28
から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨繰出
口28から繰り出される入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト71の突起
73間に受け渡し、このベルト71の突起73により入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨通路
54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送し、硬貨識別部75で識別する。
【０１０６】
　上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されるとともに出金に
使用可能な金種と識別された入金硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57および折返し通
路部58を通じて後部方向通路部59に搬送し、該当する金種の金種別硬貨分岐部80a，80b，
80cで分岐し、一時保留側シュート112a，112b，112cを通じて金種別硬貨一時保留部115a
，115b，115cに送り込んで一時保留する。
【０１０７】
　上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されるとともに出金に
使用しない入金専用金種と識別された入金硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57および
折返し通路部58を通じて後部方向通路部59に搬送し、入金専用硬貨分岐部78で分岐し、一
時保留側シュート98を通じて入金専用硬貨一時保留部101に送り込んで一時保留する。
【０１０８】
　上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されない入金リジェク
ト硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57の第１の硬貨分岐部77で分岐し、硬貨放出口部
用導出部95を通じて硬貨放出口部17に放出し、返却する。硬貨放出口部17に返却された硬
貨は顧客によって取り出される。
【０１０９】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるととも
に硬貨識別部75で入金硬貨を所定時間識別しなければ、投入された全ての入金硬貨の識別
から一時保留までの処理を完了したものとし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路
54の受渡円板62およびベルト71をそれぞれ停止させる。また、識別結果は表示部172に表
示し、入金硬貨の収納または返却を確認する。
【０１１０】
　また、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で硬貨有りと検知しているにもかかわ
らず、硬貨識別部75で入金硬貨を所定時間識別しなければ、傾斜円盤26を一旦停止させ、
この傾斜円盤26の逆転と正転とを所定時間または所定回数繰り返し、この間に硬貨が硬貨
貯留繰出部23から繰り出されて硬貨識別部75で検知すれば、傾斜円盤26を正転に復帰させ
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る。
【０１１１】
　傾斜円盤26を正逆転させても、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で硬貨有りを
継続して検知していれば、異物ありと判断し、硬貨貯留繰出部23の可動ホッパ部31を一時
的に開放して異物を異物コンベヤ34へ放出し、この異物コンベヤ34で異物を硬貨放出口部
17に搬送して放出する。硬貨放出口部17に返却された異物は顧客によって取り出される。
【０１１２】
　また、顧客が操作指令部171によって入金硬貨の返却を指令した場合には、金種別硬貨
一時保留部115a，115b，115cに一時保留されていた入金返却硬貨を、返却放出口部119，1
19，119から放出し、放出硬貨誘導部134を通じて硬貨貯留繰出部23に送り込む。入金専用
硬貨一時保留部101に一時保留されていた入金返却硬貨を、返却側の放出部104から放出し
、放出硬貨誘導部106を通じて硬貨貯留繰出部23に送り込む。
【０１１３】
　硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金返却硬貨を検知することにより、硬貨
貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそれぞれ回転する
。
【０１１４】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の入金返却硬貨を硬貨繰出
口28から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨
繰出口28から繰り出される入金返却硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト
71の突起73間に受け渡し、このベルト71の突起73により入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で
硬貨通路54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する。
【０１１５】
　硬貨通路54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する入金返却硬貨は、第１の硬貨分岐部77
で分岐し、硬貨放出口部用導出部95を通じて硬貨放出口部17に放出し、返却する。硬貨放
出口部17に返却された入金返却硬貨は顧客によって取り出される。
【０１１６】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金返却硬貨を検知しなくなると
ともに硬貨識別部75で入金返却硬貨を所定時間識別しなければ、全ての入金返却硬貨の返
却を完了したものとし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62および
ベルト71をそれぞれ停止させ、入金処理を終了する。
【０１１７】
　また、顧客が操作指令部171によって入金硬貨の収納を指令した場合には、金種別硬貨
一時保留部115a，115b，115cに一時保留されていた入金硬貨を、収納放出口部120，120，
120から放出し、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cに収納する。入金専用硬貨一時
保留部101に一時保留されていた入金硬貨を、収納側の放出部105から放出し、回収側シュ
ート99を通じて入金専用硬貨回収部139に回収する。入金処理を終了する。
【０１１８】
　次に、出金処理について説明する。
【０１１９】
　顧客が操作指令部171で出金処理を指令し、出金金額の情報の入力によって出金処理を
開始する。金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cのうちの出金該当金種の金種別硬貨収
納繰出部125a，125b，125cの繰出ベルト127，127，127およびゲート部材129，129，129が
回動し、繰出硬貨放出部131，131，131から出金硬貨を１枚ずつ投出する。この繰出硬貨
放出部131，131，131から投出する出金硬貨の枚数はカウントセンサＳ，Ｓ，Ｓで検知し
てカウントし、出金枚数分の出金硬貨を投出した場合にはストッパ130，130，130で硬貨
の投出を停止する。
【０１２０】
　繰出硬貨放出部131，131，131から投出する出金硬貨は、放出硬貨誘導部135を通じて硬
貨貯留繰出部23に送り込む。硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で出金硬貨を検知
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することにより、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト
71がそれぞれ回転する。
【０１２１】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の出金硬貨を硬貨繰出口28
から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨繰出
口28から繰り出される入金返却硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト71の
突起73間に受け渡し、このベルト71の突起73により入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨
通路54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する。
【０１２２】
　硬貨通路54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する出金硬貨は、第１の硬貨分岐部77で分
岐し、硬貨放出口部用導出部95を通じて硬貨放出口部17に放出する。硬貨放出口部17に出
金された出金硬貨は顧客によって取り出される。
【０１２３】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で出金硬貨を検知しなくなるととも
に硬貨識別部75で出金分の出金硬貨を識別すれば、全ての出金硬貨の出金を完了したもの
とし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71をそれぞ
れ停止させ、出金処理を終了する。
【０１２４】
　次に、回収処理について説明する。
【０１２５】
　係員が操作指令部171で回収処理を指令することにより、金種別硬貨収納繰出部125a，1
25b，125cの繰出ベルト127，127，127およびゲート部材129，129，129が回動し、繰出硬
貨放出部131，131，131から回収硬貨を投出する。
【０１２６】
　繰出硬貨放出部131から投出する回収硬貨を、放出硬貨誘導部135を通じて硬貨貯留繰出
部23に送り込む。硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で回収硬貨を検知することに
より、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそれぞ
れ回転する。
【０１２７】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の回収硬貨を硬貨繰出口28
から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨繰出
口28から繰り出される回収硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト71の突起
73間に受け渡し、このベルト71の突起73により回収硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨通路
54に沿って搬送する。
【０１２８】
　硬貨通路54に沿って搬送する回収硬貨は、上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75で識別した
後、折返し通路部58を通じて後部方向通路部59に搬送する。
【０１２９】
　硬貨識別部75による識別に基づいて、回収硬貨は、該当する金種の金種別硬貨分岐部80
a，80b，80cで分岐し、回収側に切り換えられた金種別一時保留回収切換部114a，114b，1
14cおよび回収側シュート113a，113b，113cを通じて金種別硬貨回収部140a，140b，140c
に回収する。
【０１３０】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で回収硬貨を検知しなくなるととも
に硬貨識別部75で回収硬貨を所定時間識別しなければ、送出された全ての回収硬貨の回収
処理を完了したものとし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およ
びベルト71をそれぞれ停止させ、回収処理を終了する。なお、回収処理は金種順に行って
もよい。
【０１３１】
　このように、循環式硬貨入出金機では、複数の金種別硬貨一時保留部115a，115b，115c
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の返却側への返却放出口部119，119，119が硬貨貯留繰出部23の上方に位置するとともに
、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの収納硬貨を放出する繰出硬貨放出部131，131
，131が硬貨貯留繰出部23の上方に位置し、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの返
却側への返却放出口部119，119，119から放出する入金返却硬貨、金種別硬貨収納繰出部1
25a，125b，125cの繰出硬貨放出部131，131，131から放出する出金硬貨を下方の硬貨貯留
繰出部23に迅速に受け入れることができ、また、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57でかつ硬
貨放出口部17より上方位置に設けた第１の硬貨分岐部77により、入金リジェクト硬貨、入
金返却硬貨、出金硬貨を分岐して硬貨放出口部17へ迅速に放出することができ、したがっ
て、これら硬貨の受け取りにかかる時間を短縮できる。
【０１３２】
　出金に使用しない入金専用硬貨を一時保留する入金専用硬貨一時保留部101の返却側の
放出部104が硬貨貯留繰出部23の上方に位置し、入金専用硬貨一時保留部101の返却側の放
出部104から放出する返却硬貨を下方の硬貨貯留繰出部23に迅速に受け入れることができ
るため、その返却硬貨を硬貨通路の第１の硬貨分岐部77で分岐して硬貨放出口部17へ迅速
に放出することができ、また、入金専用硬貨一時保留部101の収納側の放出部105から放出
する回収硬貨を入金専用硬貨回収部139に迅速に回収することができ、入金できる入金硬
貨の金種が広がり、入金操作性を向上できる。
【０１３３】
　また、金種別一時保留部115a，115b，115cや金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cか
らの硬貨の回収時、回収硬貨を硬貨貯留繰出部23、硬貨通路54の金種別硬貨分岐部80a，8
0b，80c、および金種別一時保留回収切換部114a，114b，114cを通じて金種別硬貨回収部1
40a，140b，140cに回収できる。
【０１３４】
　また、補充硬貨ボックス153の補充硬貨送出口157が硬貨貯留繰出部23の上方に位置し、
補充硬貨ボックス153の補充硬貨送出口157から送出する補充硬貨を下方の硬貨貯留繰出部
23に迅速に受け入れることができるため、その補充硬貨を硬貨通路54に送って金種別硬貨
収納繰出部125a，125b，125cに迅速に補充でき、また、補充リジェクト硬貨を補充リジェ
クト硬貨分岐部79で分岐して補充リジェクト硬貨回収部141に回収できる。
【０１３５】
　また、複数の金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cを硬貨通路54の形成される前後方
向に対して交差する幅方向に金種毎に配置し、さらに、複数の金種別硬貨一時保留部115a
，115b，115cに、一時保留する硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な一時保留ベ
ルト118，118，118を設けるとともに、一時保留ベルト118，118，118の前側域に一時保留
硬貨を返却放出する返却放出口部119，119，119を、一時保留ベルト118，118，118の後側
域に一時保留硬貨を金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cへ放出する収納放出口部120
，120，120をそれぞれ設けたため、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの高さを高く
しなくても硬貨収納容量を大きくでき、硬貨の収納と返却とを迅速にできる。
【０１３６】
　また、複数の金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cを硬貨通路54の形成される前後方
向に対して交差する幅方向に金種毎に配置し、さらに、複数の金種別硬貨収納繰出部125a
，125b，125cに、硬貨を載置するとともに前後方向に駆動可能な繰出ベルト127，127，12
7を設けるとともに、繰出ベルト127，127，127上面との間で硬貨を１枚ずつ繰り出す繰出
部を形成するゲート部材129，129，129を設けたため、金種別硬貨収納繰出部125a，125b
，125cの高さを高くしなくても硬貨収納容量を大きくできる。
【０１３７】
　また、硬貨通路54の形成される前後方向に対して交差する幅方向に金種毎に配置する複
数の金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの下方域に、機体11の前後方向に金種別硬貨
回収部140a，140b，140cを金種毎に配置したため、金種別硬貨回収部140a，140b，140cの
硬貨回収容量を大きくできる。
【０１３８】



(21) JP 4741296 B2 2011.8.3

10

20

30

40

50

　複数の金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの下方域に、入金専用硬貨回収部139お
よび補充リジェクト硬貨回収部141を各金種別硬貨回収部140a，140b，140cとともに同じ
場所に配置したため、各金種別硬貨回収部140a，140b，140c、入金専用硬貨回収部139お
よび補充リジェクト硬貨回収部141の取扱い性を向上できる。
【０１３９】
　なお、入金専用硬貨一時保留部101に一時保留した入金専用硬貨を収納する場合、収納
時間の短縮の面からは本例が優れるが、構造面の簡略化からは次の方法があり、この入金
専用硬貨一時保留部101の返却側の放出部104から入金専用硬貨を放出し、硬貨貯留繰出部
23、硬貨通路54の入金専用硬貨分岐部78、入金専用硬貨一時保留回収切換部100、回収側
シュート99を通じて入金専用硬貨回収部139に回収してもよい。この場合、入金専用硬貨
一時保留部101の収納側の放出部105を省略することができ、簡素化できる。
【０１４０】
　また、各金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの放出部は、一時保留空間部116に返
却側放出部（放出口と開閉板を有する）と収納側放出部（放出口と開閉板を有する）とを
有する場合、放出部を放出口と放出口の開閉板と１個の放出切換板で構成し、開閉板の開
放と放出切換板を返却側と収納側とに切り換えて放出する場合、一時保留空間部116の放
出部を１個の放出口と放出口の開閉板と放出口を移動させる手段とで構成し、放出する位
置が返却と収納とで異なる場合、一時保留空間部116に接続される放出シュートを有し、
放出シュートの途中に返却側放出部（放出口と開閉板を有する）と収納側放出部（放出口
と開閉板を有する）とが併設される場合を含む。
【０１４１】
　次に、図１２ないし図１４に第２の実施の形態を示す。
【０１４２】
　第１の実施の形態では入金硬貨を金種別に一時保留したが、第２の実施の形態では入金
硬貨を一括保留するものとしている。
【０１４３】
　第１の実施の形態の入金専用硬貨分岐部78および入金専用硬貨一時保留部101に代えて
、入金一時保留予定硬貨を金種混合状態で分岐する入金一時保留予定硬貨分岐部201、入
金一時保留予定硬貨分岐部201で分岐された入金正規硬貨を金種混合状態で一時保留する
混合金種硬貨一時保留部202を用いる。これら入金一時保留予定硬貨分岐部201および混合
金種硬貨一時保留部202は、入金専用硬貨分岐部78および入金専用硬貨一時保留部101と同
じ構造になっており、その構造については同一符号を用いてその説明を省略する。
【０１４４】
　また、放出硬貨誘導部106に代えて、入金収納時および入金返却時に混合金種硬貨一時
保留部202の返却側の放出部104から放出される硬貨を硬貨貯留繰出部23へ誘導する一時保
留混合金種硬貨誘導部203が用いられている。
【０１４５】
　また、一時保留側シュート112a，112b，112cに代えて、金種別硬貨分岐部80a，80b，80
cで分岐された硬貨を金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cに導く収納側シュート204a
，204b，204cが用いられる。
【０１４６】
　また、金種別硬貨一時保留回収切換部114a，114b，114cに代えて、金種別収納回収切換
部205a，205b，205cが用いられる。
【０１４７】
　そして、入金処理時について説明する。
【０１４８】
　顧客が、操作指令部171で入金処理を指令し、入金硬貨を機体11の硬貨投入口部16に投
入する。
【０１４９】
　硬貨投入口部16に投入した入金硬貨は、シュート24を通じて硬貨貯留繰出部23のホッパ
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部27に送り込まれる。硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知するこ
とにより、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそ
れぞれ回転する。
【０１５０】
　硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の入金硬貨を硬貨繰出口28
から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。硬貨通路54の受渡円板62により硬貨繰出
口28から繰り出される入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で受け取るとともにベルト71の突起
73間に受け渡し、このベルト71の突起73により入金硬貨を１枚ずつ区分け状態で硬貨通路
54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する。
【０１５１】
　硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別された出金に使用可能な金種硬貨および入
金専用硬貨と識別された入金硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57および折返し通路部
58を通じて後部方向通路部59に搬送し、入金一時保留予定硬貨分岐部201で分岐し、混合
金種硬貨一時保留部202に金種混合状態で一括して一時保留する。
【０１５２】
　硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されない入金リジェクト硬貨は、硬貨通路
54の上昇傾斜通路部57の第１の硬貨分岐部77で分岐し、硬貨放出口部用導出部95を通じて
硬貨放出口部17に放出し、返却する。硬貨放出口部17に返却された硬貨は顧客によって取
り出される。
【０１５３】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金硬貨を検知しなくなるととも
に硬貨識別部75で入金硬貨を所定時間識別しなければ、投入された全ての入金硬貨の識別
から一時保留までの処理を完了したものとし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路
54の受渡円板62およびベルト71をそれぞれ停止させる。また、識別結果は表示部172に表
示し、入金硬貨の収納または返却を確認する。
【０１５４】
　また、顧客が操作指令部171によって入金硬貨の返却を指令した場合には、混合金種硬
貨一時保留部202に一時保留されていた入金返却硬貨を、混合金種硬貨一時保留部202の返
却側の放出部104から放出し、一時保留混合金種硬貨誘導部203を通じて硬貨貯留繰出部23
に送り込む。
【０１５５】
　硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金返却硬貨を検知することにより、硬貨
貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそれぞれ回転する
。硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の入金返却硬貨を硬貨繰出
口28から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。
【０１５６】
　硬貨通路54の上昇傾斜通路部57に沿って搬送する入金返却硬貨は、第１の硬貨分岐部77
で分岐し、硬貨放出口部用導出部95を通じて硬貨放出口部17に放出し、返却する。硬貨放
出口部17に返却された入金返却硬貨は顧客によって取り出される。
【０１５７】
　そして、硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金返却硬貨を検知しなくなると
ともに硬貨識別部75で入金返却硬貨を所定時間識別しなければ、全ての入金返却硬貨の返
却を完了したものとし、硬貨貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62および
ベルト71をそれぞれ停止させ、入金処理を終了する。
【０１５８】
　また、顧客が操作指令部171によって入金硬貨の収納を指令した場合には、混合金種硬
貨一時保留部202に一時保留されていた入金硬貨を、混合金種硬貨一時保留部202の返却側
の放出部104から放出し、一時保留混合金種硬貨誘導部203を通じて硬貨貯留繰出部23に送
り込む。
【０１５９】
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　硬貨貯留繰出部23のホッパ用センサ群173で入金収納硬貨を検知することにより、硬貨
貯留繰出部23の傾斜円盤26、硬貨通路54の受渡円板62およびベルト71がそれぞれ回転する
。硬貨貯留繰出部23の回転する傾斜円盤26によりホッパ部27内の入金収納硬貨を硬貨繰出
口28から１枚ずつ分離状態で硬貨通路54に繰り出す。
【０１６０】
　上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されるとともに出金に
使用可能な金種と識別された入金硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57および折返し通
路部58を通じて後部方向通路部59に搬送し、該当する金種の金種別硬貨分岐部80a，80b，
80cで分岐し、収納側シュート204a，204b，204cを通じて金種別硬貨収納繰出部125a，125
b，125cに送り込んで収納する。
【０１６１】
　上昇傾斜通路部57の硬貨識別部75による識別の結果、正規と識別されるとともに出金に
使用しない入金専用金種と識別された入金硬貨は、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57および
折返し通路部58を通じて後部方向通路部59に搬送し、入金一時保留予定硬貨分岐部201で
分岐しかつ入金専用硬貨一時保留回収切換部100の切り換えで回収側シュート99を通じて
入金専用硬貨回収部139に回収する。
【０１６２】
　なお、補充処理、出金処理、回収処理は第１の実施の形態と同様であり、その説明を省
略する。
【０１６３】
　このように、循環式硬貨入出金機によれば、混合金種硬貨一時保留部202の入金収納時
および入金返却時の硬貨の放出部104が硬貨貯留繰出部23の上方に位置するとともに、金
種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの収納硬貨を放出する繰出硬貨放出部131，131，13
1が硬貨貯留繰出部23の上方に位置し、混合金種硬貨一時保留部202の放出部104から放出
する入金収納硬貨、入金返却硬貨、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの繰出硬貨放
出部131，131，131から放出する出金硬貨を下方の硬貨貯留繰出部23に迅速に受け入れる
ことができ、また、硬貨通路54の上昇傾斜通路部57でかつ硬貨放出口部17より上方位置に
設けた第１の硬貨分岐部77により、入金リジェクト硬貨、入金返却硬貨、出金硬貨を分岐
して硬貨放出口部へ迅速に放出することができ、したがって、これら硬貨の受け取りにか
かる時間を短縮できる。
【０１６４】
　出金に使用しない入金専用硬貨が投入されていた場合の入金回収時に、入金専用硬貨を
硬貨通路54の入金一時保留予定硬貨分岐部201および入金専用硬貨一時保留回収切換部100
を通じて入金専用硬貨回収部139に回収することができ、入金できる入金硬貨の金種が広
がり、入金操作性を向上できる。
【０１６５】
　金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cからの硬貨の回収時、回収硬貨を硬貨貯留繰出
部23、硬貨通路54の金種別硬貨分岐部80a，80b，80c、および金種別収納回収切換部205a
，205b，205cを通じて金種別硬貨回収部140a，140b，140cに回収できる。
【０１６６】
　なお、第１の硬貨分岐部77は、上昇傾斜通路部57に配設するほか、折返し通路部58に配
設されていてもよいし、これら上昇傾斜通路部57と折返し通路部58とにまたがって配設さ
れていてもよい。
【０１６７】
　また、硬貨放出口部用誘導部95は、シュートのほか、搬送ベルトなどでもよい。
【０１６８】
　また、各金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cは、繰出部128と繰出硬貨放出部131と
が同位置であってもよいし、繰出部128に対して繰出硬貨放出部131が後段位置にあっても
よい。
【０１６９】
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　また、放出硬貨誘導部134，135は、一個でもよいし、金種毎に複数あってもよく、また
、シュートのほか、搬送ベルなどでもよい。
【０１７０】
　また、各金種別硬貨回収部140a，140b，140c、入金専用硬貨回収部139および補充リジ
ェクト硬貨回収部141は、それぞれ別々の箱であるほか、全部または一部が共通の箱とし
、その箱の中で区切られている場合のいずれでもよい。
【０１７１】
　なお、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cは上下に異なる高さとしてあるが、同一
高さとしてよい。特に、各一時保留ベルト118，118，118を１個の一時保留ベルトで兼用
し、その１個の一時保留ベルト上に幅方向に３種類に仕切る複数の仕切板を臨ませてもよ
い。
【０１７２】
　第１の実施の形態の金種別硬貨一時保留部115a，115b，115c、金種別硬貨収納繰出部12
5a，125b，125c、金種別硬貨回収部140a，140b，140cなどの配置構成、あるいは第２の実
施の形態の混合金種硬貨一時保留部202、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125c、金種
別硬貨回収部140a，140b，140cなどの配置構成は、異なる通路構成の循環式硬貨入出金機
にも使用できる。例えば、機体前面上部に設けられて入金硬貨の投入と入金リジェクト硬
貨および入金返却硬貨の放出と出金硬貨の放出を行う硬貨取扱口部と、この硬貨取扱口部
へ投入される入金硬貨を受け入れるとともに繰り出す傾斜円盤と傾斜円盤の表面側のホッ
パ部を有する硬貨貯留繰出部と、機体の後部方向に設けられる硬貨通路であって、硬貨貯
留繰出部から１層１枚に分離されて繰出される硬貨を１層１枚状態で受け入れて搬送し、
斜め後方へ上昇傾斜して途中に硬貨識別部が配置される傾斜通路部、その傾斜通路部から
後部方向へ水平に延びて金種別硬貨分岐部、オーバーフロー硬貨分岐部等の種類別分岐部
が配列される種類別分岐通路部、この種類別分岐通路部末端から上方へ向かうとともに前
方へ折り返す折返し通路部、この折返し通路部端から前方へほぼ水平に延び前端は硬貨取
扱口部に接続される硬貨放出通路部を有する硬貨通路と、種類別分岐通路部の下部位置の
種類別一時保留部と、種類別一時保留部の下部位置で種類別一時保留部に対応する金種別
硬貨収納繰出部とを備えた構成のものである。
【０１７３】
　こうしたものに使う場合でも、金種別硬貨一時保留部115a，115b，115cの返却側への放
出部、金種別硬貨収納繰出部125a，125b，125cの繰出硬貨放出部などを硬貨貯留繰出部23
の上方に位置させると、迅速に硬貨を硬貨貯留繰出部23へ送り込むことができるという効
果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【０１７４】
【図１】本発明の第１の実施の形態を示す循環式硬貨入出金機の内部構造を示す側面図で
ある。
【図２】同上循環式硬貨入出金機の内部構造を示す背面図である。
【図３】同上循環式硬貨入出金機の内部構造を示す前面図である。
【図４】同上循環式硬貨入出金機の傾斜円盤の正面図である。
【図５】同上循環式硬貨入出金機の受渡円板の正面図である。
【図６】同上循環式硬貨入出金機の図５におけるＡ－Ａ矢視の側面図である。
【図７】同上循環式硬貨入出金機の図５におけるＢ－Ｂ矢視の側面図である。
【図８】同上循環式硬貨入出金機の各分岐部で硬貨を通過させる状態の断面図である。
【図９】同上循環式硬貨入出金機の各分岐部で硬貨を分岐する状態の断面図である。
【図１０】同上循環式硬貨入出金機の各分岐部の正面図である。
【図１１】同上循環式硬貨入出金機のブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態を示す循環式硬貨入出金機の内部構造を示す側面図
である。
【図１３】同上循環式硬貨入出金機の内部構造を示す背面図である。
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【符号の説明】
【０１７５】
　11　　機体
　16　　硬貨投入口部
　17　　硬貨放出口部
　23　　硬貨貯留繰出部
　26　　傾斜円盤
　27　　ホッパ部
　54　　硬貨通路
　57　　上昇傾斜通路部
　58　　折返し通路部
　59　　後部方向通路部
　75　　硬貨識別部
　77　　第１の硬貨分岐部
　78　　入金専用硬貨分岐部
　79　　補充リジェクト硬貨分岐部
　80a，80b，80c 　　金種別硬貨分岐部
　95　　硬貨放出口用導出部
　100 　入金専用硬貨一時保留回収切換部
　101 　入金専用硬貨一時保留部
　102 　一時保留空間部
　104，105　　放出部
　106，134，135　　放出硬貨誘導部
　114a，114b，114c　　金種別硬貨一時保留回収切換部
　115a，115b，115c　　金種別硬貨一時保留部
　116 　一時保留空間部
　117 　一時保留枠
　118 　一時保留ベルト
　119 　放出部としての返却放出口部
　120 　放出部としての収納放出口部
　125a，125b，125c　　金種別硬貨収納繰出部
　126 　収納枠
　127 　繰出ベルト
　128 　繰出部
　129 　ゲート部材
　131 　繰出硬貨放出部
　139 　入金専用硬貨回収部
　140a，140b，140c　　金種別硬貨回収部
　141 　補充リジェクト硬貨回収部
　153 　補充硬貨ボックス
　157 　補充硬貨送出口
　170 　制御部
　201 　入金一時保留予定硬貨分岐部
　202 　混合金種硬貨一時保留部
　203 　一時保留混合金種硬貨誘導部
　205a，205b，205c　　金種別収納回収切換部
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